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次の定例会は2月17日（木曜）から開催予定です。
ところざわ市議会だよりは２月、５月、８月、11月の15日に発行。戸別配布でお届けしています。
配布のお問い合わせは、所沢市シルバー人材センター　☎ 2928-8695・FAX 2924-0630まで。
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ところざわ市議会だより 第 201号

おいしさに安全・安心を込めて

全ての議案を可決・同意しました

議 　 審 議案
12月定例会での

【会期】11/30 ～ 12/21（22 日間）

【市長提出議案】　補正予算	 9 件

	 条例関係	 11 件

	 指定管理者の指定	 1 件

	 契約締結	 1 件

	 市道認定・廃止	 5 件

	 人事関係	 1 件

	 決算の認定	 10 件

議会を開催しました

（問合せ：保健給食課　☎ 2998-9249）

議案第113号　所沢市学校給食センター再整備事業契約締結について

 音色は続くよ、どこまでも♪
街を歩くと、ふと音楽が聞こえてくる。
「音楽のあるまち所沢」の魅力を発信
している所沢駅のストリートピアノ。
もっと弾きたい！もっと聴きたい！
という、多くの皆さんの願いを受けて
設置期間の延長が決定しました！！ 詳細はコチラ

学校給食センター再整備事業

昭和50年に開設した第3学校給食センター（下富）の老朽化が進んだことから、第2学校給食センターの跡地（中富）
を活用して、新しい給食センターを整備します。

 ココがポイント！

新しい給食センターでは、これまでと違った技術の導入はあるのか。問
これまでの給食センターは、一つのフロアで全ての調理を行っていましたが、新しいセンターでは、揚げ物や
煮物、アレルギー食を作る部屋を区切るので、衛生的に調理できることが特徴です。答

■✓ 期　　間：令和4年度〜令和20年度
■✓ 用　　地：所沢市中富1862-1　ほか
■✓ 面　　積：7,039.59㎡
■✓ 能　　力：最大9,000食/日（アレルギー対応食含む）

市長提出議案のおもな
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令和 4 年（2022 年） 2 月 15 日 ところざわ市議会だより

地域でみまもり支え合い事業（トコろんおかえりＱＲ）

事業費：67万6千円 （問合せ：高齢者支援課　☎ 2998-9120）

議案第98号　令和3年度所沢市一般会計補正予算（第10号）

住み慣れた地域で、安心して過ごしていけるように

発見者がＱＲコードシールを読み取るとウェブサイトにつながり、登録者であるご家族に位置情報が地図として
送れるとともに、状況をコメントや写真で送ることができます。

 ココがポイント！

登録者の個人情報の管理はどのように行うのか。問
登録者の住所や名前などの個人情報は登録しませんので、発見者に知られることはありません。連絡内容は、
発見場所の情報だけでなく、ご家族へメッセージを付けることも可能です。答

使 用 方 法

３つのポイントで、 と ！

ＱＲコードシールを貼るだけ
外出時、道に迷う恐れのある方の杖やバッグなどにＱＲコー
ドシールを貼っておきます。

Point

01

表示に従って簡単操作
迷っている方を発見したら、声をかけ、スマホ等でＱＲコード
を読み取り、画面に従って操作します。

Point

02

ご家族に即時に伝わる
登録されているご家族の連絡先（最大３人まで登録可能）
に発見場所などを送ることができます。

Point

03

体験版はコチラ 詳細はコチラ

▲シール見本

読み取って
ください

※個人情報は通知されません

緊急連絡先

トコろん
所沢市イメージマスコット

株式会社
セブン -イレブン
ジャパン

株式会社
マップル

所沢市

シールの入手方法は２つ
■✓無償配布
　�介護認定をもとに、該当する認知症高齢者の
ご家族に順次配布します。（手続き不要）
■✓市内セブンイレブンで購入
　１シート 990円（大２枚・小３枚入り）

・市内セブンイレブンのレジでＱＲコードシールを販売
・トコロみまもりネット協力事業所としての見守り

・ＱＲコードシールを対象者に無償配布
・市内全域で普及啓発・ＱＲコードシールの製作

・ウェブサイトの運営
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ところざわ市議会だより 第 201号

椿峰コミュニティ会館別館樹林地整備事業
緑地管理整備推進事業

公園緑地内樹木間伐事業

カシノナガキクイムシが媒介するナラ菌に感染することで、樹木の水を吸い
上げる機能が止まってしまい、枯れてしまう伝染病です。

議案第98号　令和３年度所沢市一般会計補正予算（第10号）

時代を超えた贈り物を、いつまでも
問合せ：地域づくり推進課　　☎ 2998-9083

みどり自然課　　　　☎ 2998-9373
公園課　　　　　　　☎ 2998-9196［ ］

ナラ枯れ被害知

って
いますか？

令和２年度は、ナラ枯れは約300本でしたが、今年度は700本以上の感染が確認されてます。
ナラ枯れになってしまった樹木は、倒木の恐れやナラ菌に感染した樹木から飛散したカシノナガキクイムシが、
新たな場所で繁殖してしまいます。さらに被害が拡大しないように、感染した樹木を早急に伐採します。

 ココがポイント！

議会報告会では、ナラ枯れが鳩峯公園（久米）や荒幡富士
（荒幡）に向かう山道などで発生していることや、ナラ枯れの
対応を求めるご意見をいただきました。

貴重なご意見

ナラ枯れになってしまった樹木の特徴は。問
①夏に葉が枯れる ②２ミリくらいの穴がたくさん空く ③根元に木くずが溜まっているという３つの特徴が見られ
ます。感染しても若い木は抵抗力を持っているので、枯れずに生き残ることもあります。答

人事関係

人権擁護委員の推薦に同意

請　　　　願

請願の取り下げ

諮問第1号　　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて	 木　村　幸　子　氏（緑町／再任）

請願第2号　　所沢市の小学校図書館に専任で一校一人の学校司書の配置を願う請願

令和３年９月定例会で継続審査となっていた請願第２号は、請願の提出者から請願取り下げ願が提出され、全会
一致により請願の取り下げを承認しました。
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令和 4 年（2022 年） 2 月 15 日 ところざわ市議会だより

決算認定

白熱の５日間！　　決算特別委員会で集中審査

一
般
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

反対
します

城下議員佐野議員

賛成
します

認定第1号~認定第10号
　　令和2年度所沢市一般会計・特別会計・事業会計	決算の認定
　　令和3年10月に5日間にわたる決算特別委員会の審査を経て、各会計の決算を認定しました。

【討論】決算の認定に“賛成・反対”

福祉総合システム改修委託料

保育園給食調理業務委託料

東西クリーンセンター長期包括運営業務委託料

手当額や対象範囲を段階的に変更するためのシステム
改修であり、制度の持続可能性を高め、公平性を担保
するためにはやむを得ない。

精神障害者への手当を充実する一方で、身体障害者へ
の手当の削減が行われた。障害者全体への支援を底上
げすることを強く求める。

副食費の実費徴収は、幼稚園などの他の施設や家庭で保
育しているケースとのバランスを考慮して、引き続き保
護者負担とされたもので、公平性の観点から妥当である。

1園の一般管理費は約40万円で、10園では約400万円に
もなる。スムーズな保育の実施や「給食も保育の一環」
という観点からも直営で行うべきである。

社会経済状況の変化に応じた委託料の見直しは適切であ
り、物価上昇による増額は社会経済情勢の変化のリスク
を上乗せすることなく、市場価格に見合った委託料を支
払う契約をしていることから適切である。

東部クリーンセンターでは17年間で260億円、西部クリー
ンセンターでは15年間で137億円と多額の委託料により長
期間の委託をすることになる。多くの業務が包括委託とな
り、チェックしにくくなっている状況も明らかになった。

賦課限度額の引き上げは、被保険者のうち高額所得
者に多くの負担を求めるものであるが、国の法定
賦課限度額に合わせたものであり、賦課限度額に達
する高額所得者層と、限度額以下で軽減にも該当し
ない中間所得者層とでは税負担率の差も生じており、
税負担の公平性の観点からやむを得ない。

保険税の医療費給付費の賦課限度額引き上げがあり、
総額で2,260万円の負担増が行われ、世帯収入に占め
る保険税の割合は大きくなっている。国の制度改正で、
今後は短時間労働者も社会保険への加入が促進され、
国保加入者は減少し制度そのものが維持できない。

保険料軽減の特例措置は、制度発足時の激変緩和措置
として講じられてきたもので、段階的に縮小・廃止さ
れることになっている。被保険者数が増加し、医療費
の増加が見込まれるなかで、世代間の公平性や持続可
能な制度とするための見直しを行うものであり、保険
料率の改定を含めやむを得ない。

保険料引き上げで2万1,620人に約3,530万円の
影響額、特例軽減では
8割から7割により8,696人に約3,618万円の、
8.5割から7.75割により6,934人に約2,114万円の
影響額、総額で約9,262万円の負担増となった。
高齢者への負担増は命にかかわる問題であり賛成できない。
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ところざわ市議会だより 第 201号

議案に対する各議員の賛否を表示しています。議員別賛否一覧

議案番号

至誠自民クラブ 公明党 立憲民主党・ 
無所属の会 市民クラブ未来※ 日本共産党 自由民主党・ 

無所属の会
荻
野
　
泰
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杉
田
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彦

谷
口
　
雅
典

大
舘
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行
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中
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田
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植
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成
年
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辺
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直

亀
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恭
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西
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一
郎

福
原
　
浩
昭

村
上
　
　
浩

天
野
　
　
敦

末
吉
美
帆
子

長
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恵
子

島
田
　
一
隆

石
本
　
亮
三

粕
谷
不
二
夫

青
木
　
利
幸

中
　
　
毅
志

松
本
　
明
信

越
阪
部
征
衛

矢
作
い
づ
み

城
下
　
師
子

小
林
　
澄
子

平
井
　
明
美

佐
野
　
允
彦

石
原
　
　
昂

大
石
　
健
一

入
沢
　
　
豊

第 9 3 号 〇 〇 〇

（
議
長
）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇
第 9 4 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇
第 9 5 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇
第 9 6 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇
認定第１号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇
認定第５号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇
認定第７号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇

令和３年 12 月定例会　審議結果 徹底
審議市長提出議案（28件）

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結果
第 9 3 号 令和３年度所沢市一般会計補正予算（第９号）

－

原案可決

第 9 4 号 令和３年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計補正予算（第１号）
第 9 5 号 令和３年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計補正予算（第１号）

第 9 6 号 所沢市一般職の任期付職員の採用等に関する条例及び所沢市一般職員の給与等に関する条例の一部を改正する
条例制定について

第 9 7 号 所沢市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び所沢市常勤の特別職の職員の給与等に関する条
例の一部を改正する条例制定について

第 9 8 号 令和３年度所沢市一般会計補正予算（第 10 号）

予　　算
第 9 9 号 令和３年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計補正予算（第２号）
第 100 号 令和３年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
第 101 号 令和３年度所沢市水道事業会計補正予算（第１号）
第 102 号 令和３年度所沢市下水道事業会計補正予算（第１号）
第 103 号 所沢市マンション管理適正化推進条例制定について 建設環境
第 104 号 所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について

健康福祉

第 105 号 所沢市入学準備金貸付基金条例の一部を改正する条例制定について

第 106 号 所沢市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制
定について

第 107 号 所沢市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について
第 108 号 所沢市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について
第 109 号 所沢市街づくり条例の一部を改正する条例制定について

建設環境第 110 号 所沢市建築・開発関係手数料条例の一部を改正する条例制定について
第 111 号 所沢市下水道条例の一部を改正する条例制定について
第 112 号 所沢駅東口第１自転車駐車場等の指定管理者の指定について 市民文教

可　　決

第 113 号 所沢市学校給食センター再整備事業契約締結について
第 114 号

～
第 116 号

市道路線の認定について
建設環境

第 117 号
～

第 118 号
市道路線の廃止について

第 119 号 令和３年度所沢市一般会計補正予算（第 11 号） － 原案可決
諮問第 1 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 同意する

決算認定（１０件）
番　号 議　案　件　名 付託委員会 結果

認定第１号 令和 2 年度所沢市一般会計歳入歳出決算の認定について

決算特別 認定する

認定第２号 令和 2 年度所沢市交通災害共済特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第３号 令和 2 年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第４号 令和 2 年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第５号 令和 2 年度所沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第６号 令和 2 年度所沢市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第７号 令和 2 年度所沢市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第８号 令和 2 年度所沢市水道事業決算の認定について
認定第９号 令和 2 年度所沢市下水道事業決算の認定について
認定第10号 令和 2 年度所沢市病院事業決算の認定について

賛成：〇　 反対：×

※令和 4 年 1 月 1 日より自由民主党から会派名を変更
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令和 4 年（2022 年） 2 月 15 日 ところざわ市議会だより

POINT
１

手
話
通
訳

傍
聴
に
際
し
て
、
手
話
通
訳

者
・
要
約
筆
記
通
訳
者
の
派
遣

を
行
い
ま
す
。

POINT
2

市
議
会
だ
よ
り

市
議
会
だ
よ
り
は
、
希
望
者
に

向
け「
デ
イ
ジ
ー
版
」と「
点
字

版
」の
作
成
を
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の「
知
り
た
い
」に
応
え
た
い
！

　
～ 

情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
向
上
せ
よ 
～

「
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
」

「
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
」と
は
利
用
の

し
や
す
さ
を
意
味
し
、
高
齢
者
、
障

害
者
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
不

自
由
な
く
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
す
。

詳細はコチラ

議
会
報
告
会
で

 
皆
さ
ん
の「
声
」を
聴
く

　
11
月
17
日
（
水
）
と
20
日
（
土
）
に
２
年
ぶ

り
と
な
る
対
面
式
に
よ
る
議
会
報
告
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
9
月
定
例
会
の
報
告
や
、
参
加
者
と

出
席
議
員
に
よ
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

・	ナラ枯れ被害の対応を早急
にしてほしい。
・	所沢市障害のある人もない
人も共に生きる社会づくり条
例に基づいて、情報格差が
生じないようにしてほしい。

意見・要望（抜粋）

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
ツ
イ
ッ
タ

ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
情
報

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
配
信
し
て
い

ま
す
。

POINT
5

Ｓ
Ｎ
Ｓ

本
会
議
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
視
聴

で
き
る「
ラ
イ
ブ
中
継
」と
、過
去

の
本
会
議
を
視
聴
で
き
る「
録
画

中
継
」を
配
信
し
て
い
ま
す
。

POINT
4

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継

会
議
録
は
市
議
会
Ｈ
Ｐ
の
会
議

録
検
索
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
冊
子

版
は
図
書
館
・
市
政
情
報
セ
ン

タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

POINT
3

会
議
録

7



ところざわ市議会だより 第 201号

議
員
が
自
身
の
政
策
提
案
も
含
め
て
、
市
に

対
し
て
考
え
を
聞
く
の
が
一
般
質
問
で
す
。

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
が
き
っ
と

あ
り
ま
す
。

※	

各
議
員
の
１
項
目
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
す
べ
て
の

質
問
項
目
お
よ
び
動
画
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

 
一 
　
質
問

般

問　
堀ほ
り

割わ
り

構こ
う

造ぞ
う

?
に
な

っ
て
い
る
東
所
沢
駅
ホ
ー

ム
・
線
路
上
に
人
工
地
盤

に
よ
り
、
蓋
を
す
る
の
は

ど
う
か
。

答　
線
路
敷
地
や
道
路
の

上
部
を
活
用
し
た
街
づ
く
り

は
、
複
数
の
自
治
体
で
様
々
な

取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
東

所
沢
駅
の
線
路
の
上
部
を
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
商

業
施
設
や
地
域
に
安
ら
ぎ
を

与
え
ら
れ
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
な
ど
の
魅
力
的
な
空
間
が

創
出
さ
れ
、
用
途
地
域
の
変

更
を
含
め
、
今
後
の
東
所
沢

の
街
づ
く
り
の
在
り
方
を
考

え
て
い
く
上
で
の
新
た
な
視

点
で
あ
る
。
事
業
主
体
は
Ｊ
Ｒ

と
な
る
が
、
さ
ら
な
る
東
所
沢

駅
周
辺
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
情
報
収
集
に
努

め
て
い
く
。

市民クラブ
未来

松本　明信

東
所
沢
駅
ホ
ー
ム
・
線
路
上
に

蓋
を
す
る
構
想
に
つ
い
て

議
員
が
聞
い
た
！

⬆ 動画はコチラ

問　
プ
ロ
ぺ
通
り
の
客

引
き
行
為
の
状
況
が
以
前

よ
り
悪
化
し
て
き
て
い

る
。
よ
り
厳
し
い
対
応
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
、
市

長
の
見
解
は
。

答　
過
料
を
科
す
・
公

表
す
る
な
ど
の
強
い
対
応

と
厳
し
い
処
分
を
進
め
る

こ
と
に
加
え
、
客
引
き
を

封
じ
込
め
る
に
は
、
そ
の

街
全
体
で
の
取
組
が
必
要

で
あ
る
。
客
引
き
行
為
が

行
わ
れ
る
背
景
に
は
、
客

引
き
を
使
う
店
が
あ
る
た

め
、
そ
の
オ
ー
ナ
ー
に
も

協
力
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
。
そ
し
て
肝
と
な
る

の
は
、
商
店
街
の
皆
さ
ん

の
活
動
そ
の
も
の
で
あ

り
、
そ
こ
に
市
と
警
察

が
、
が
っ
ち
り
と
手
を
組

ん
で
支
え
て
い
く
。

至誠自民
クラブ

秋田　孝

所
沢
市
客
引
き
行
為
等
の
禁
止
に

関
す
る
条
例
の
運
用
機
能
強
化
を

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し

て
利
用
す
る
手
続
き
を
行

え
ば
、
国
か
ら
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
。

申
請
者
が
、
市
の
窓
口
で

円
滑
に
手
続
き
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
る
が
。

答　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
の

制
度
の
実
施
期
間
が
延
長

さ
れ
る
こ
と
や
、
健
康
保

険
証
を
登
録
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
る
と
い
っ
た
新
し

い
制
度
の
実
施
が
発
表
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
市
民

か
ら
の
相
談
対
応
や
申
し

込
み
の
支
援
体
制
を
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の

で
、
国
の
情
報
を
把
握
し

な
が
ら
、
準
備
を
進
め
て

い
く
。

公明党
村上　浩

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
向
け
た

体
制
づ
く
り
を

問　
条
例
が
施
行
さ
れ

て
３
年
目
と
な
っ
た
が
、

社
会
的
障
壁
の
除
去
の
具

体
化
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
と
、
今
後
検
討
し

て
い
る
取
組
は
。

答　
社
会
的
障
壁
の
除
去

推
進
事
業
で
は
、
筆
談
ボ
ー

ド
や
点
字
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
の
物

品
購
入
、
ス
ロ
ー
プ
や
手
す
り

の
設
置
な
ど
の
工
事
施
工
に

対
し
て
補
助
を
行
っ
て
き
た
。

今
年
度
は
大
型
店
舗
の
西
武

所
沢
Ｓ
．
Ｃ
．
と
ワ
ル
ツ
所
沢

に
、
筆
談
ボ
ー
ド
を
２
１
５
台

配
布
し
た
。
ソ
フ
ト
面
の
取
組

で
は
、
市
民
や
事
業
者
へ
の
出

前
講
座
や
市
職
員
研
修
を
開

催
し
、
約
２
，
０
０
０
人
に
障

害
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
今
後
も
ハ
ー
ド
と

ソ
フ
ト
の
両
面
で
条
例
の
推

進
を
図
り
、
社
会
的
障
壁
の

除
去
を
進
め
て
い
く
。

日本共産党
矢作いづみ

所
沢
市
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
条
例
の
遵
守
を

? 地上部から開削して道路構造物を構築する地下構造の一方式。半地下構造の意。原地盤より下に掘った形で作られる道路等の構造で、
擁壁等により両側の地盤をおさえる形式。9 8
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問　
同
じ
人
口
規
模
の

越
谷
市
、
川
越
市
の
期
日

前
投
票
所
は
４
か
所
あ

る
。
所
沢
市
も
４
か
所
あ

っ
た
ほ
う
が
、
市
民
に
寄

り
添
い
、
超
親
切
な
市
役

所
に
な
る
と
考
え
る
が
。

答　
期
日
前
投
票
所
の
増

設
は
、
投
票
管
理
者
、
立
会
人

や
従
事
者
の
確
保
な
ど
の
人

的
負
担
、
二
重
投
票
を
防
止
す

る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
敷

設
費
用
、一
定
期
間
を
通
し
て

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設

や
選
挙
資
機
材
の
確
保
、
地
域

間
の
公
平
性
な
ど
を
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た

様
々
な
課
題
が
あ
る
。
期
日
前

投
票
所
の
増
設
は
関
心
が
高

く
、
投
票
し
や
す
い
環
境
整
備

に
努
め
る
こ
と
は
大
変
重
要
な

こ
と
と
認
識
し
て
お
り
、
課
題

や
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
。

至誠自民
クラブ

浅野美恵子

期
日
前
投
票
所
の
増
設
を

問　
教
材
整
備
費
は
地

方
交
付
税
に
よ
り
一
般
財

源
化
さ
れ
、
自
治
体
か
ら

学
校
に
渡
さ
れ
る
公
費
は

急
減
し
て
い
る
。
個
人
持

ち
教
材
の
保
護
者
負
担
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
校

に
備
え
付
け
の
教
材
も
買

い
替
え
る
費
用
が
足
り
な

い
と
聞
い
て
い
る
。
教
材

整
備
費
の
国
庫
負
担
の
復

活
を
国
に
求
め
る
べ
き
だ

と
考
え
る
が
。

答　
毎
年
、
埼
玉
県
市

町
村
教
育
委
員
会
連
合
会

な
ど
を
通
し
て
、
教
育
施

策
や
予
算
に
関
す
る
要
望

書
を
提
出
し
て
お
り
、
そ

の
中
に
は
、
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
に
つ
い
て

も
要
望
し
て
い
る
。
今
後

も
、
他
市
町
村
と
共
同
し

て
、
国
や
県
に
要
望
し
て

い
く
。

日本共産党
小林　澄子

義
務
教
育
で
の自

己
負
担
の
軽
減
を

問　
県
内
で
森
林
を
伐

採
し
て
、
大
規
模
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
を
開
発
す
る
動
き

が
あ
る
が
、
今
後
の
規
制

対
策
は
。

答　
国
で
も
一
定
規
模
以

上
の
設
備
の
設
置
は
環
境

影
響
評
価
の
対
象
と
し
て

お
り
、
改
正
さ
れ
た
地
球

温
暖
化
対
策
法
で
は
、
太

陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す

る
場
合
は
、
環
境
保
全
に

配
慮
し
た
上
で
自
治
体
が

区
域
を
設
定
で
き
る
と
い

っ
た
努
力
義
務
が
設
け
ら

れ
た
。
今
後
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
よ
っ
て
太
陽
光
発

電
事
業
の
動
き
に
変
化
が

み
ら
れ
た
場
合
に
は
、
最

適
な
対
応
を
考
え
て
い
く

な
ど
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き

た
自
然
環
境
に
配
慮
し
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

拡
充
を
図
っ
て
い
く
。

立憲民主党・
無所属の会
末吉美帆子

大
規
模
な
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の

設
置
に
対
し
規
制
対
策
を

問　
災
害
が
起
き
た
と

き
は
、
国
や
県
、
市
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
あ
る

と
思
う
が
、
災
害
時
に
市

が
市
民
に
対
し
て
負
う
べ

き
役
割
を
ど
の
よ
う
な
心

構
え
を
持
っ
て
果
た
す
の

か
。答　

市
は
、
最
前
線
で

被
災
者
の
対
応
に
あ
た
る

と
い
う
役
割
が
あ
る
。
ま

ず
は
被
災
後
の
安
全
・
安

心
を
確
保
し
た
上
で
、
避

難
所
対
応
、
物
資
の
確

保
、
生
活
再
建
な
ど
、
被

災
者
支
援
の
側
面
に
お
い

て
、
事
態
を
先
読
み
し
、

被
災
者
の
声
に
寄
り
添
い

な
が
ら
「
い
ち
早
く
被
災

者
の
日
常
生
活
を
取
り
戻

す
」
と
い
う
心
構
え
の
も

と
、
災
害
対
応
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

立憲民主党・
無所属の会
天野　敦

大
規
模
災
害
に
備
え
て

万
全
の
防
災
対
策
を

問　
市
内
に
は
13
団
地

30
棟
、
７
９
７
戸
の
市
営

住
宅
が
あ
り
、
高
齢
化
が

進
む
市
営
住
宅
の
共
益
費

の
徴
収
は
、
自
治
会
の
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
平
成
26
年
か
ら
埼
玉

県
住
宅
供
給
公
社
に
市
営

住
宅
の
管
理
運
営
を
任
せ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
共
益

費
も
公
社
で
徴
収
で
き
な

い
か
。

答　
市
営
住
宅
の
共
益

費
の
徴
収
を
、
市
が
埼
玉

県
住
宅
供
給
公
社
に
委
託

す
る
こ
と
は
、
必
要
と
な

る
事
務
量
の
分
担
や
費
用

な
ど
、
様
々
な
事
項
を
精

査
す
る
必
要
が
あ
る
。
一

方
で
、
共
益
費
の
徴
収
を

委
託
し
て
い
る
他
の
自
治

体
も
あ
る
の
で
、
課
題
を

整
理
す
る
な
ど
、
調
査
、

研
究
を
進
め
て
い
く
。 公明党

西沢　一郎

市
営
住
宅
の
共
益
費
を
徴
収
し
て

い
る
自
治
会
の
負
担
軽
減
を

問　
週
５
日
の
通
園
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
思

い
切
っ
て
施
設
を
増
や
す

な
ど
定
員
増
に
向
け
た
施

設
の
拡
大
を
検
討
し
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

答　
早
期
療
養
に
よ
り
少

し
で
も
障
害
を
軽
減
さ
せ
る

こ
と
で
、集
団
の
中
で
適
応

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
る
。児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る

松
原
学
園
の
役
割
は
、支
援

を
必
要
と
す
る
よ
り
多
く
の

方
の
受
け
皿
と
な
り
つ
つ

も
、単
体
で
は
な
く
、関
係

機
関
と
連
携
し
て
家
庭
の

状
況
や
児
童
の
特
性
な
ど

を
勘
案
し
な
が
ら
、児
童
の

成
長
の
機
会
を
担
保
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。今
後
の
施

設
運
営
は
、社
会
資
源
を
有

効
に
活
用
し
な
が
ら
、対
応

を
検
討
し
て
い
く
。

自由民主党・
無所属の会
入沢　豊

松
原
学
園
は
通
園
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
対
策
を
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ところざわ市議会だより 第 201号

問　
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
を
愛
着
心
を
持
て
る

よ
う
に
地
域
一
体
で
養
成

す
る
た
め
、
小
中
学
校
で

は
、
ど
の
よ
う
な
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
取
組
ん
で
い

る
の
か
。

答　
本
市
で
は
「
ふ
る

さ
と
所
沢
を
愛
す
る
心
」

を
教
育
の
基
本
理
念
と
し

て
、
子
供
た
ち
と
地
域
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

き
た
。
令
和
２
年
度
か
ら

は
、
「
学
び
創
造
ア
ク
テ

ィ
ブ
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
が
手
を
つ
な
ぎ
、
子
供

た
ち
が
主
体
的
に
社
会
に

関
わ
り
、
多
様
な
人
々
と

の
交
流
を
通
じ
て
、
新
た

な
価
値
を
創
造
す
る
力
や

未
来
を
切
り
開
く
力
の
育

成
を
目
指
し
て
い
る
。 市民クラブ

未来
越阪部征衛

地
域
に
愛
着
を
持
ち

地
域
を
大
切
に
す
る
人
材
育
成
を

問　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ

制
度
を
、
条
例
と
し
て
議

会
に
提
出
し
な
か
っ
た
理

由
は
。

答　
条
例
に
よ
る
制
度
は

渋
谷
区
の
事
例
が
あ
る

が
、
本
市
の
よ
う
に
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
届
出
を

受
理
し
た
こ
と
を
証
明
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
２
人
の

関
係
性
そ
の
も
の
を
認
証

す
る
こ
と
か
ら
、
効
力
は

よ
り
強
く
な
る
が
、
２
種

類
の
公
正
証
書
の
提
出
が

必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

制
度
を
利
用
す
る
う
え
で

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ
て
い

る
。
ダ
イ
ア
プ
ラ
ン
５
市

で
は
、
利
用
し
や
す
さ
を

考
慮
し
、
既
に
制
度
を
導

入
し
て
い
る
多
数
の
自
治

体
で
採
用
し
て
い
る
要
綱

に
よ
る
導
入
と
し
た
。 日本共産党

城下　師子

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
向
け
た

更
な
る
支
援
を

問　
駅
前
広
場
を
整
備

す
る
と
、
駅
周
辺
へ
の
人

の
集
中
を
助
長
す
る
と
危

惧
す
る
が
、
プ
ロ
ぺ
通
り

や
フ
ァ
ル
マ
ン
通
り
、
銀
座

通
り
に
は
人
流
が
生
じ
る

と
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
所
沢
駅
西
口
駅
前
広

場
に
は
、
駅
利
用
者
に
、
ま
ず

は
所
沢
の
地
に
降
り
立
っ
て
い

た
だ
き
、
プ
ロ
ぺ
通
り
や
フ
ァ

ル
マ
ン
通
り
、
銀
座
通
り
方
面

に
歩
き
出
す
回
遊
性
の
起
点

と
な
る
空
間
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
起
点
と
な
る

空
間
か
ら
、
プ
ロ
ぺ
通
り
や
フ

ァ
ル
マ
ン
通
り
、
銀
座
通
り
に

向
け
て
、
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
や

憩
い
の
場
と
な
る
広
場
空
間
、

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
つ

な
げ
る
よ
う
に
広
げ
て
い
き
、

イ
ベ
ン
ト
と
の
連
携
な
ど
と
合

わ
せ
て
、
人
の
流
れ
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

自由民主党・
無所属の会
大石　健一

所
沢
駅
西
口
駅
前
広
場
に
つ
い
て

問　
市
道
１-

７
１
５
号

線
（
通
称
：
馬
坂
）
の
拡

幅
整
備
が
完
了
す
る
と
、

下
安
松
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
に

多
く
の
車
両
が
流
入
す
る

こ
と
に
な
る
。
今
後
の
グ

リ
ー
ン
ヒ
ル
中
央
通
り
の

安
全
対
策
は
。

答　
市
道
１-

７
１
５
号

線
（
通
称
：
馬
坂
）の
拡
幅

工
事
が
令
和
４
年
３
月
に

完
了
す
る
予
定
で
あ
り
、交

通
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
下
安
松
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル

内
の
市
道
１-

２
０
６
号
線

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

平
成
18
年
に
地
元
自
治
会

よ
り
要
望
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
。
要
望
を
い
た
だ
い

て
か
ら
10
年
以
上
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
庁
内
関
係
部
署
と
調

整
し
、改
め
て
地
域
住
民
と

の
協
議
を
進
め
て
い
く
。 至誠自民

クラブ
中村　太

下
安
松
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
中
央
通
り

の
安
全
対
策
を

問　
子
ど
も
食
堂
は
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自

主
的
に
運
営
し
て
い
る

が
、
そ
こ
に
行
け
ば
友
達

と
も
会
え
る
、
宿
題
や
食

事
も
一
緒
に
で
き
る
と
い

っ
た
子
ど
も
の
居
場
所
の

拠
点
に
な
り
う
る
。
市
で

何
ら
か
の
応
援
策
を
考
え

ら
れ
な
い
か
。

答　
子
ど
も
食
堂
は
地
域

の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
自

主
的
に
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
活

動
の
立
ち
上
げ
支
援
か
ら
、
財

政
的
な
支
援
ま
で
を
行
っ
て
い

る
。
市
で
は
社
会
福
祉
協
議
会

と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
市
の
窓

口
で
、
子
ど
も
食
堂
の
チ
ラ
シ

を
配
架
す
る
ほ
か
、
様
々
な
相

談
の
中
で
家
族
の
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
、
子
ど
も
食
堂
の

紹
介
を
行
う
な
ど
、
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日本共産党
平井　明美

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
生
活
へ
の

影
響
に
つ
い
て

問　
暖
房
を
使
わ
ず
に

冬
を
過
ご
す
取
組
を
募
集

し
、
広
報
な
ど
で
紹
介
し

て
み
て
は
ど
う
か
。

答　
市
域
の
二
酸
化
炭
素

排
出
量
の
う
ち
約
３
割
は
家
庭

か
ら
の
排
出
に
な
っ
て
お
り
、

個
人
に
よ
る
暖
房
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
削
減
も
効
果
的
な
対
策
の
一

つ
で
あ
る
。
令
和
２
年
12
月
の

環
境
展
示
会
で
は
「
冬
を
お
し

ゃ
れ
に
、
お
い
し
く
、
か
し
こ

く
、
あ
っ
た
か
く
‼
」
を
テ
ー

マ
に
、
衣
料
の
重
ね
着
や
首
回

り
か
ら
の
対
策
、
食
事
で
体
を

温
め
る
、
住
宅
の
断
熱
な
ど
、

衣
食
住
の
観
点
か
ら
事
業
者

と
協
働
で
普
及
啓
発
を
行
っ

た
。
今
後
も
脱
炭
素
化
に
向
け

た
取
組
を
自
分
事
と
捉
え
、一

人
一
人
が
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

の
た
め
の
取
組
を
主
体
的
に
進

め
て
も
ら
え
る
よ
う
、
様
々
な

形
で
発
信
し
て
い
く
。

暖
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
に

つ
な
が
る
取
組
を

至誠自民
クラブ

谷口　雅典
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令和 4 年（2022 年） 2 月 15 日 ところざわ市議会だより

問　
小
中
高
一
貫
校
で

あ
る
開
智
学
園
の
誘
致

は
、
本
市
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
効
果
が
あ
る
と
考

え
る
か
。

答　
公
立
学
校
と
の
交
流

に
よ
る
教
育
現
場
の
活
性
化

や
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る

こ
と
に
よ
る
学
力
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
な
ど
、
本
市
の
学
校

教
育
と
子
供
た
ち
に
と
っ
て

よ
い
影
響
を
与
え
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
建
設
予
定
地

は
、
と
こ
ろ
ざ
わ
サ
ク
ラ
タ
ウ

ン
に
隣
接
し
て
お
り
、
株
式

会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
が

発
す
る
文
化
と
開
智
学
園
の

特
色
あ
る
教
育
が
相
互
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、

本
市
の
魅
力
を
高
め
る
き
っ

か
け
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
動
き
が
地

下
鉄
12
号
線
の
延
伸
に
も
つ

な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。 至誠自民

クラブ
杉田　忠彦

小
中
高
一
貫
校
で
あ
る

開
智
学
園
の
誘
致
に
よ
る
効
果
は

問　
公
立
中
学
校
の
あ

り
方
は
理
解
し
て
い
る

が
、
そ
れ
が
塾
あ
り
き
に

な
っ
て
い
る
状
況
を
引
き

起
こ
し
て
い
る
と
も
言
え

る
。
学
校
は
塾
と
は
違
い
、

プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
教
育

を
行
っ
て
い
る
と
も
聞
く

が
、
進
路
指
導
、
受
験
対

策
は
、
実
態
に
あ
わ
せ
て

改
善
が
必
要
で
は
な
い

か
、
教
育
長
の
見
解
は
。

答　
中
学
校
の
進
路
指
導
は
、

「
生
き
方
指
導
」
で
あ
る
と
考
え

る
。
進
路
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
高

校
受
験
だ
け
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
社
会
で
の
自
ら
の
役
割
や
将

来
の
生
き
方
、
働
き
方
に
つ
い
て
も

考
え
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
所

沢
市
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
調
査
も
活

用
し
、
生
徒
、
保
護
者
に
正
確
な
情

報
を
提
供
す
る
中
で
、
自
ら
の
進

路
を
決
定
で
き
る
よ
う
、
引
き
続

き
学
校
の
取
組
を
支
援
し
て
い
く
。

立憲民主党・
無所属の会
島田　一隆

生
徒
の
実
態
に
あ
わ
せ
て

進
路
指
導
、
受
験
対
策
の
改
善
を

問　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
積
極
的
勧
奨

に
戻
っ
た
場
合
、
学
校
で

の
集
団
接
種
は
想
定
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
積
極

的
勧
奨
を
行
う
た
め
に
市

が
取
り
得
る
施
策
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

答　
現
在
、
子
宮
頸
が
ん

予
防
接
種
は
、
他
の
予
防

接
種
と
同
様
に
個
別
の
医

療
機
関
で
実
施
し
て
い
る
。

積
極
的
勧
奨
を
再
開
し
て

も
、接
種
方
法
は
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
個
別
の
医
療
機

関
で
の
接
種
を
想
定
し
て

お
り
、
学
校
で
の
集
団
接

種
は
考
え
て
い
な
い
。
積
極

的
勧
奨
は
、国
の
方
針
に
基

づ
き
、他
の
予
防
接
種
と
同

様
に
、
対
象
者
一
人
一
人
に

予
診
票
と
ワ
ク
チ
ン
に
関

す
る
説
明
書
を
郵
送
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。 自由民主党・

無所属の会
佐野　允彦

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

問　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
を
し
た
所
沢
市

と
し
て
は
、
Ｄ
Ｘ
推
進
の

重
点
施
策
の
一
つ
と
し

て
、
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ

ビ
リ
テ
ィ
事
業
を
検
討
し

て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
。

答　
今
年
度
か
ら
と
こ
ろ
ワ

ゴ
ン
を
導
入
し
、
地
域
公
共
交
通

の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
市

民
に
は
自
家
用
車
の
利
用
か
ら

の
転
換
を
促
し
て
い
る
。
電
動
車

で
あ
る
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ

テ
ィ
を
活
用
す
る
こ
と
は
脱
炭

素
社
会
の
確
立
に
資
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
策
定
中
の
地
域

公
共
交
通
計
画
で
は
、
市
域
だ

け
で
な
く
、
隣
接
市
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
い
う
視
点
も
含
め
た

広
い
視
野
で
課
題
を
整
理
し
て

お
り
、
と
こ
ろ
バ
ス
、
と
こ
ろ
ワ

ゴ
ン
と
の
相
乗
効
果
や
一
般
交
通

へ
の
影
響
を
踏
ま
え
、
導
入
の
可

能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

公明党
福原　浩昭

脱
炭
素
社
会
に
向
け
て

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
?
事
業
の
検
討
を

問　
厚
生
労
働
省
は
、

３
歳
児
健
康
診
査
に
屈
折

検
査
の
導
入
を
促
す
た

め
、
高
額
な
検
査
機
器
の

購
入
を
補
助
す
る
制
度
を

創
設
す
る
考
え
で
あ
る
。

こ
の
補
助
を
活
用
し
、
屈

折
検
査
を
実
施
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
る
が
。

答　
令
和
３
年
９
月
27

日
に
、
所
沢
市
医
師
会
か

ら
要
望
書
が
提
出
さ
れ
、

検
査
機
器
の
導
入
と
実
施

体
制
の
検
討
を
要
望
さ
れ

た
。
３
歳
児
健
康
診
査
の

際
に
、
強
い
屈
折
異
常

（
遠
視
・
近
視
・
乱
視
）

や
斜
視
を
発
見
し
治
療
に

つ
な
げ
る
こ
と
は
、
十
分

な
視
力
を
得
る
た
め
に
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、

屈
折
検
査
の
導
入
を
検
討

し
て
い
く
。

立憲民主党・
無所属の会
長岡　恵子

３
歳
児
健
康
診
査
に

屈
折
検
査
の
導
入
を

問　
所
沢
市
が
世
代
を

超
え
て
持
続
発
展
し
て
い

く
た
め
に
、
社
会
が
変
わ

っ
て
い
く
中
で
も
本
質
的

に
大
切
な
も
の
は
、
人
間

力
を
高
め
る
こ
と
で
は
な

い
か
。
そ
し
て
、
そ
の
土
台

と
な
る
非
認
知
能
力
（
心

の
教
育
）
を
育
む
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
る
が
。

答　
人
間
力
は
人
間
が
本

来
持
っ
て
い
る
生
き
抜
く

力
、支
え
あ
い
、助
け
合
い
、

困
難
を
乗
り
越
え
て
い
く
力

で
あ
り
、組
織
や
環
境
が
人

を
育
て
る
こ
と
で
、人
間
力

が
養
わ
れ
、成
長
し
て
い
く

姿
が
望
ま
し
い
。ま
た
、子

供
た
ち
が
一つ一つ
の
課
題
を

解
決
し
て
い
く
経
験
を
す
る

こ
と
で
、非
認
知
能
力
を
高

め
る
こ
と
に
な
る
。引
き
続

き
、学
校
、家
庭
、地
域
へ
の

支
援
を
進
め
て
い
く
。

人
間
力
を
ど
う
思
う
か

非
認
知
能
力
（
心
の
教
育
）
を
育
む
た
め
に

市民クラブ
未来

粕谷不二夫

? 時速 20㎞未満で公道を走ることができる電動車を活用した小さな移動サービスで、その車両も含めた総称です。導入により、地域
が抱える様々な交通の課題の解決や低炭素型交通の確立が期待されています。11 10



ところざわ市議会だより 第 201号

＼たくさんの出会いに感謝を／

パ ネ ル 展 開 催

　市議会だよりが創刊200号を迎えたことを記念して、市
役所の市民ホールでこれまでの市議会だよりをふりかえる
パネル展を開催しました。
　立ち寄られた皆さんからは「頑張って続けてもらいたい」
「フルカラーにしてほしい」といったご意見がありました。
　いただいたご意見を参考に、これからもよりわかりやす
い市議会だよりの作成に努めていきます！

11/15

11/20

〜

11/7ギカイを止めるな！

議会基本条例の　　　　
　　　　見直しに向けて

「所沢市議会基本条例の
一部改正（案）の妥当性
について」政策研究審議
会に諮問しました。

審議会委員
	 ・扇原　	淳　　会長
	 ・角田　	正史　委員
	 ・廣瀬　	克哉　委員
	 ・西久保	正一　委員

11/30満員御礼！

　12月定例会の開会に先立ち、議場コンサートを開催
しました。７回目となる今回は、合

ごう

田
だ

真
ま

貴
き

子
こ

さん（表
紙、16面にインタビューあり）をお迎えし、箏

こと

による
演奏が披露され、議場は癒しの音に包まれました。
　ご来場いただいた皆様、ありがとうございました。

癒しの音に包まれて

問　
東
京
大
学
の
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入

れ
、
授
業
で
い
じ
め
の
類

似
体
験
を
行
い
、
学
校
に

お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に
向

け
た
取
組
み
を
す
べ
き
で

は
。答　

本
市
で
は
、
早
稲
田

大
学
人
間
科
学
学
術
院
と

の
官
学
連
携
協
定
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。

そ
の
取
組
み
の
中
に
は
、

児
童
生
徒
の
心
理
的
適
応

の
促
進
を
支
援
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
あ
り
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ス
キ
ル
教
育
や
ス
ト
レ

ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
な

ど
を
実
践
し
て
い
る
学
校

も
あ
る
。
今
後
も
国
や
県

の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

の
向
上
に
繋
げ
ら
れ
る
よ

う
研
究
し
て
い
く
。

公明党
川辺　浩直

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
?

の
周
知
を

問　
令
和
５
年
の
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ズ

開
館
30
周
年
に
向
け
て
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。
ま

た
、株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ

Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
と
の
連
携
は
。

答　
周
年
事
業
の
開
催
に

向
け
て
、
所
沢
市
文
化
振
興

事
業
団
と
協
力
し
な
が
ら
、
空

飛
ぶ
音
楽
祭
を
は
じ
め
、
市
の

文
化
芸
術
に
関
す
る
各
種
事

業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
を
図
る
な

ど
、
多
様
で
発
展
的
な
ア
イ
デ

ィ
ア
を
も
と
に
、
30
周
年
と
い

う
大
き
な
節
目
を
華
々
し
く

盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。
こ
の
30
年
間
で
文

化
芸
術
分
野
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
そ
の
大
き
な
一
つ
が
株
式

会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
の
誘

致
な
の
で
、
今
後
、
視
野
に
入

れ
て
検
討
し
て
い
く
。

至誠自民
クラブ

荻野　泰男

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ズ
の
開
館
30
周
年
記
念

事
業
で
は（
株
）Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
と
の
連
携
を

? 心の不調や精神疾患の兆候や症状、特徴、対処方法に関する正しい知識あるいは適切な対処に対する考え方や態度のことをいいます。 12



令和 4 年（2022 年） 2 月 15 日 ところざわ市議会だより

ギ カ イ レポート

所沢ブランドの魅力を発信！！総 務
経 済

ギカイの視点 　所沢ブランドというと、野菜やお菓子にしても、目玉になるものが必要だと思い

がちであったが、目立ったリーダー的なものがなくても、どういう形でパッケージ化して、アピールを
していくかが大事である。

徹底的に
　調査します

期日 　委　員　会 審査（調査）した内容

9 / 2 7 議会運営委員会 ・通年会期制の導入について
・情報通信技術の活用について

1 0 / 6 議会改革に関する特別委員会
・政治倫理審査会に関する施行規程について
・ハラスメントの防止等に関する要綱について
・議会基本条例の改正について

10/12
議会運営委員会 ・通年会期制の導入について

・情報通信技術の活用について

広聴広報委員会 　政策討論会について

10/14 議会改革に関する特別委員会 ・ハラスメントの防止等に関する要綱について
・議会基本条例の改正について

10/20
広聴広報委員会 　市議会だより第 200 号校正会議

議会改革に関する特別委員会 ・ハラスメントの防止等に関する要綱について
・議会基本条例の改正について

10/26 議会運営委員会 ・通年会期制の導入について
・情報通信技術の活用について

所沢ブランド 狭山丘陵をはじめとした豊かな自然、航空発
祥の地、プロスポーツ、狭山茶やサトイモな
どの農産物を所沢らしいお土産の「所沢ブラ
ンド特産品」として、所沢市でしか味わえな
い魅力の発信を行いイメージを向上させます。

農業、商業、工業が、それぞれの強みを生かしながら連携す
る農商工連携推進会議があるが、どのような成果が出ている
のか。

問

農業・商業・工業が交流することで、サトイモを使ったサト
イモピザや狭山茶を使ったお菓子、所沢牛を使ったカレーと
いった、地場野菜を使った商品が生まれています。

答

10/29

11/18

ＫＥＹＷＯＲＤ

▲サトイモピザ

▲所沢どら焼き　里のアロマ（所沢ブランド特産品）

所沢ブランド
特産品

13



ところざわ市議会だより 第 201号

ごみの有料化はごみ減量の秘策！？建 設
環 境

有料化と減量

市民がごみ収集や処理に必要な費用の一部を負担することで、ごみへの関心が高まり、積極的にごみ減量に
取り組んでもらう意識の変化が生まれるとされる。

議員研修会
講　師：東洋大学　名誉教授
　　　　山

やま
谷
や

　 修
しゅう

作
さく

 さん
概　要： ごみ有料化の現状と有料化によるごみ減量・資源

化の効果や他市の先進事例を学びました。

行政視察
行き先：東京都東久留米市
概　要： 平成29年10月から家庭ごみの有料化を開始して

います。
　　　　有料化後の実績と効果、運用方法を学びました。

10/22

11/1

地域活性化に必要なものは新所沢
周 辺

ウォーカブル（歩きたくなる）

人口減少や少子高齢化が進み、地域の活力の低下が心配されるなかで、まちの魅力を向上させ、まちなかに
にぎわいを創り出すことで、居心地が良く、歩きたくなるまちづくりを進めることです。

議員研修会
講　師：イーグルバス株式会社 代表取締役社長
　　　　谷

や
島
じま

　賢
まさる

 さん
テーマ： 見える化と人間力による～交通まちづくりの取り

組み～

意見交換会
参考人：東京藝術大学准教授・ＲＦＡ主宰
　　　　藤

ふじ
村
むら

　 龍
りゅう

至
じ

さん
テーマ： 新所沢パルコの営業終了に伴う影響が懸念され

る新所沢駅周辺の商業振興、都市計画、公共交通
ネットワーク、公民連携等に関する調査・研究

11/5

11/9

ＫＥＹＷＯＲＤ

ＫＥＹＷＯＲＤ

14



令和 4 年（2022 年） 2 月 15 日 ところざわ市議会だより

子供たちの豊かな創造性を育てます市 民
文 教

ＫＥＹＷＯＲＤ Ｇ
ギ　ガ
ＩＧＡスクール構想

一人一人の個性にあった教育ができる環境を作ることを目標に、児童生徒に１人１台の学習用パソコンと高速
ネットワーク環境を整備する計画で、子供たちが鉛筆やノートと同様に、ＩＣＴを使いこなすことを目標にして
います。

11/10

自宅で個別学習ができるので、これまではできなかったサポー
トが可能になるのではないか。問

タブレット端末を用いてビデオ通話ができるようになり、教
育相談に活用するなど、今後は様々な可能性があると考えて
います。

答

地域に根差した医療支援を！健 康
福 祉

市民医療センターの現地調査を行いました

11/16

退院後に、在宅へスムーズに移行していくための課題は。問
コロナ禍では頻繁に面会ができないため、退院時に患者さん
と家族が会っていない間に起きている身体の変化と、これま
でのイメージが合わないことである。市民医療センターの地
域連携室が地域のケアマネジャーやヘルパーと連携して、退
院後の生活をサポートしています。

答

期日 　委　員　会 審査（調査）した内容

11/22

議会運営委員会 ・令和 3 年 12 月定例会の日程等の協議
・議会運営に関する事項について

正副委員長連絡協議会 各委員会の取り組みについて

広聴広報委員会 広聴広報について

11/24 議会改革に関する特別委員会 政策研究審議会（11 月 8 日開催）における審議結果報告
（所沢市議会基本条例の一部改正（案）の妥当性について）

15



と
こ
ろ
ざ
わ
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議
会
だ
よ
り
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２
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２
月
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日
発
行

発
行…

所
沢
市
議
会
／
編
集…

広
聴
広
報
委
員
会

連
絡
先…

議
会
事
務
局
（
０
４-

２
９
９
８-

９
２
５
６
）
　

〒
３
５
９‐

８
５
０
１
　
埼
玉
県
所
沢
市
並
木
一
丁
目
１
番
地
の
１

次の定例会は2月17日（木曜）から開催予定です。
ところざわ市議会だよりは２月、５月、８月、11月の15日に発行。戸別配布でお届けしています。
配布のお問い合わせは、所沢市シルバー人材センター　☎ 2928-8695・FAX 2924-0630まで。

ところざわ

市議会だより
い
ま
、
で
き
る
コ
ト
を
。

Tokorozawa city council

No.201
今回の定例会は、

12月

９月 ６月

３月

16

　
４
歳
か
ら
音
楽
教
室
に
通
い
、
小
中

学
校
時
代
は
合
唱
団
に
在
籍
す
る
な

ど
、
身
近
に
音
楽
の
あ
る
環
境
で
育

つ
。
現
在
は
所
沢
演
奏
家
協
会
に
所
属

し
、「
花
水
木
の
咲
く
街
の
コ
ン
サ
ー

ト
」
や
「
こ
て
さ
し
音
楽
舎
」
な
ど
、

地
元
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
を

通
じ
て
、
多
く
の
人
に
箏
の
魅
力
を
届

け
る
活
動
を
続
け
て
い
る
。

●
箏
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

　
母
が
箏
の
先
生
を
し
て
い
た
の
で
幼

少
期
か
ら
親
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
本

格
的
に
箏
を
学
び
始
め
た
の
は
、
教
師

を
目
指
す
た
め
に
東
京
藝
術
大
学
へ
の

受
験
を
決
心
し
た
高
校
生
の
頃
で
す
。

そ
の
際
は
野
沢
雅
世
先
生
に
師
事
し
丁

寧
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
箏
の
魅
力
は

東
京
藝
術
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
は

多
く
の
楽
器
に
触
れ
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
、
尺
八
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
な

ど
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
手
を
出
し

ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
、
箏
は

や
れ
ば
や
る
ほ
ど
奥
が
深
く
、
音
色

も
豊
か
だ
と
感
じ
ま
し
た
。（
↘
）

和
楽
器
、
弦
楽
器
を
問
わ
ず
様
々
な
楽

器
と
共
演
で
き
る
の
も
魅
力
だ
と
思

い
ま
す
。

●
所
沢
の
好
き
な
と
こ
ろ
は

　

西
武
鉄
道
の
小
手
指
車
両
基
地
を

横
切
る
地
下
道
（
通
称
：
バ
ケ
ト
ン
）

の
先
に
広
が
る
景
色
が
好
き
で
す
。
雑

木
林
を
歩
く
だ
け
で
、
素
敵
な
場
所
に

住
ん
で
い
る
な
と
感
じ
ま
す
。

　

所
沢
に
本
拠
地
が
あ
る
埼
玉
西
武

ラ
イ
オ
ン
ズ
も
好
き
で
、
昨
年
11
月
の

議
場
コ
ン
サ
ー
ト
で
も
「
吠
え
ろ
ラ
イ

オ
ン
ズ
」
と
「
地
平
を
駈
け
る
獅
子
を

見
た
」
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ド
レ
ー
に
し

て
演
奏
し
ま
し
た
。

●
今
後
の
目
標
は

　

地
元
の
方
に
も
っ
と
箏
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
間
近

で
見
て
、
聴
い
て
い
た
だ
く
こ
と
で
そ

の
豊
か
な
響
き
や
音
色
の
美
し
さ
を

よ
り
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
の
心

に
響
く
よ
う
活
動
の
幅
を
広
げ
、
次
世

代
に
も
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
で

す
。

所沢市議会
広
聴
広
報
委
員
会

◎
谷
口
　
雅
典
　
　
〇
小
林
　
澄
子

　
天
野
　
　
敦
　
　
　
佐
野
　
允
彦

　
平
井
　
明
美
　
　
　
末
吉
美
帆
子

　
大
石
　
健
一
　
　
　
亀
山
　
恭
子

　
青
木
　
利
幸
　
　
　
福
原
　
浩
昭

　
越
阪
部
征
衛
　
　
　
浅
野
美
恵
子

◎
…
委
員
長
　
〇
…
副
委
員
長

箏こ
と

演
奏
家

合ご
う
だ田

　
真ま

貴き

こ子
さ
ん

飯
能
市
生
ま
れ
。
現
在
は
所
沢
市
在

住
。

川
越
女
子
高
等
学
校
時
代
は
箏
曲
部

の
部
長
を
務
め
、
東
京
藝
術
大
学
音

楽
部
邦
楽
科
に
進
学
。
卒
業
後
は
坂

東
玉
三
郎
舞
踊
公
演
や
小
林
陽
一
＆

グ
ッ
ド
フ
ェ
ロ
ー
ズ
の
Ｎ
Ｙ
公
演
と

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
参
加
す
る
な
ど
、

日
本
の
伝
統
を
伝
え
る
た
め
、
多
方

面
で
活
躍
中
。

所沢から
輝け！！ I N T E R V I E W 　No.25

\　所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝く人たちをご紹介　/

響
け 

届
け 

箏
の
音
よ

ベ
ラ
ン
ダ
の

下
で
丸
太

が
の
め
り
込
み

気
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
イ
チ
ジ
ク
の
根
元

だ
と
気
づ
い
て
び
っ
く
り
。
実

を
つ
け
る
ま
で
、
冬
も
踏
ん
ば
っ

て
い
る
の
で
す
。（
平
井
）

劇
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や

研
修
が
進
ん
だ
。
交
通
費

を
使
わ
ず
全
国
の
人
と
話
し
合

え
る
。
便
利
で
助
か
る
が
リ
ア

ル
な「
空
気
感
」も
懐
か
し
い
な
。

（
末
吉
）

コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
会
う
機
会

が
減
り
、
例
年
よ
り
も
寒

さ
が
身
に
し
み
ま
す
。
断
熱
性

の
低
い
築
50
年
の
家
は
、
よ
り

厳
し
い
戦
い
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
（
笑
）（
大
石
）

冬
議員たちの･･･




